
中野市公民館報

2009
No.57
(通巻No.589)12

発行
　中野市中央公民館
編集
　文化なかの編集委員会
〒383-0025
中野市三好町一丁目4番27号
　TEL 0269-22-2691
　FAX  0269-26-2342

　

中
野
市
公
営
結
婚
運
営
委
員
会
は
10
月

29
、
30
日
、
公
営
結
婚
式
で
使
用
し
た
衣

装
な
ど
の
展
示
・
頒
布
会
を
中
央
公
民
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

昭
和
の
時
代
、
結
婚
式
を
公
民
館
で
挙

式
す
る
人
が
多
数
い
ま
し
た
が
、
平
成
６

年
以
降
は
利
用
者
が
な
く
、
同
委
員
会
で

今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
た
結
果
、
衣
装

な
ど
を
希
望
者
に
頒
布
し
、
同
委
員
会
は

解
散
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
着
物
や
打
掛
、
モ
ー
ニ
ン
グ
、

髪
飾
り
な
ど
約
２
５
０
点
を
展
示
し
、
約

２
０
０
人
の
来
場
者
が
、
想
い
出
の
品
々

を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
機
会
に
と
見
学
す
る
人
や
想
い

出
を
懐
か
し
む
声
も
多
く
聞
か
れ
、
品
を

手
に
し
た
人
か
ら
は
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま

し
た
。

あおぞら
　

平
岡
小
学
校
創
立
百
周
年

記
念
式
典
に
出
席
し
た
。
体

育
館
の
壁
一
面
に
張
り
巡
ら

さ
れ
た
児
童
の
絵
画
。
全
校

が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
歌
い
上

げ
た
合
唱
。
竹
原
の
小
沢
さ

ん
が
作
っ
た
バ
イ
オ
リ
ン
を

使
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
等
、
素
晴
ら
し

い
式
典
だ
っ
た
。

　

長
い
間
、
学
校
に
貢
献
し
た
と
し

て
表
彰
を
受
け
た
方
の
中
に
、
東
京

都
在
住
で
理
美
容
業
を
営
む
細
谷
さ

ん
と
い
う
方
が
い
た
。
細
谷
さ
ん
は
、

疎
開
先
の
平
岡
小
学
校
で
の
生
活
が

自
分
と
い
う
人
間
を
作
っ
た
基
盤
だ

と
い
い
、
長
期
に
わ
た
り
多
額
の
図

書
券(

カ
ー
ド)

を
寄
贈
し
続
け
て
い

る
。
な
る
ほ
ど
、
平
岡
小
学
校
の
図

書
館
は
蔵
書
も
多
く
充
実
し
て
お
り
、

寄
贈
さ
れ
た
図
書
は
子
ど
も
た
ち
か

ら
「
細
谷
文
庫
」
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
。

　

祝
賀
会
の
席
で
、
細
谷
さ
ん
と
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
我
が
家
の

子
ど
も
達
も
図
書
館
の
本
を
ず
い
ぶ

ん
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。
毎
年
多

額
の
図
書
カ
ー
ド
を
贈
っ
て
い
た
だ

い
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。と
言
う
と
、細
谷
さ
ん
は
、「
子

ど
も
達
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
手
紙
や

気
持
ち
を
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
い

る
の
は
私
の
方
で
す
。
今
、
六
十
八

歳
で
す
が
、
こ
う
し
て
元
気
に
働
い

て
い
ら
れ
る
の
は
疎
開
先
で
の
生
活

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
図
書
カ
ー
ド

の
寄
贈
は
私
が
死
ぬ
ま
で
続
け
ま

す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
（
清
水
）

１ 文化なかの /09.12

・
公
民
館
の

　
　
　
文
化
祭

衣
装
の
展
示・頒
布
会
が
開
催

公営結婚式 閉幕

～多くの見学者でにぎわった展示・頒布会～



２

〜
豊
田
公
民
館
〜

文
化
・
芸
能
活
動
の
拠
点

　
北
部
公
民
館
は
11
月
７
・
８
日
、

第
23
回
地
域
文
化
創
造
祭･

北
部

公
民
館
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
作
品
展
で
は
、
科
野
小
学
校
全

児
童
の
絵
や
書
道
な
ど
の
作
品
。

科
野
地
区
展
、
北
部
公
民
館
の
講

座
受
講
生
、
利
用
サ
ー
ク
ル
の
絵

手
紙
や
生
け
花
、
陶
芸
な
ど
多
種

多
様
な
作
品
が
出
品
さ
れ
、
大
勢

の
来
館
者
が
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　
７
日
は
「
高
社
山
の
思
い
出
と

歩
く
健
康
」
と
題
し
、
元
北
信
病

院
副
院
長
で
下
伊
那
厚
生
病
院
長

の
社
浦
康
三
先
生
の
講
演
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
８
日
は
芸
能
祭
を
開
催
し
、
平

岡
小
学
校
合
唱
団
や
の
ぞ
み
の
郷

高
社
ぽ
っ
ぷ
さ
ー
く
る
、
北
部
地

域
の
地
区
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
り
す

ぐ
り
の
２
団
体
な
ど
12
グ
ル
ー
プ

が
出
演
し
、
子
ど
も
太
鼓
、
踊
り
、

コ
カ
リ
ナ
演
奏
、
落
語
、
社
交
ダ

ン
ス
、
子
ど
も
バ
レ
エ
な
ど
を
披

露
。
大
い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。

〜
北
部
公
民
館
〜

地
域
文
化
の
創
造

力強い演奏～金井子ども太鼓～

・豊田公民館の文化祭
　
10
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
の
３
日

間
、
中
野
市
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
で

第
５
回
豊
田
公
民
館
文
化
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
施
設
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
豊

田
地
域
住
民
、
サ
ー
ク
ル
、
団
体
の

日
頃
の
成
果
の
発
表
の
場
の
ほ
か
、

文
化
芸
術
に
親
し
む
こ
と
が
目
的
で

す
。
内
容
は
、
作
品
展
示
、
映
画
鑑

賞
会
、
音
楽
芸
能
発
表
会
で
す
。

　
今
回
で
５
回
を
数
え
、
作
品
展
示

は
前
年
度
よ
り
２
団
体
増
え
、
発
表

の
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
写
真
、

水
墨
画
、
絵
画
、
書
、
市
松
人
形
な

ど
が
並
ぶ
力
作
の
前
で
は
、
見
入
る

方
が
大
勢
い
ま
し
た
。
特
に
市
松
人

形
の
表
情
の
豊
か
さ
が
心
に
響
き
ま

し
た
。

　
毎
年
好
評
の
映
画
鑑
賞
会
は
、
子

ど
も
と
大
人
向
け
に
２
本
を
上
映
し
、

大
人
向
け
は
話
題
の「
お
く
り
び
と
」

で
し
た
。

　
音
楽
芸
能
発
表
会
は
最
終
日
に
開

催
し
、
15
団
体
が
発
表
し
ま
し
た
。

合
唱
、
舞
踊
、
楽
器
演
奏
の
な
か
で

一
際
目
立
っ
た
の
が
「
ト
ー
ン
チ
ャ

イ
ム
」。
以
前
、
サ
ー
ク
ル
紹
介
を

し
た
団
体
で
す
。
初
め
て
の
大
舞
台

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
堂
々
と
演
奏
を

し
て
い
ま
し
た
。
会
場
の
皆
さ
ん
も

透
き
と
お
っ
た
音
色
に
、
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
も
み
じ
太
鼓
と
故
郷
太
鼓
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
好
評
で
し
た
。
公

民
館
講
座
か
ら
発
足
し
た
も
み
じ
太

鼓
と
、
子
ど
も
が
中
心
の
故
郷
太
鼓
。

演
目
も
年
齢
構
成
も
違
う
そ
れ
ぞ
れ

の
メ
ン
バ
ー
は
、
初
め
て
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に

迫
力
の
音
色
を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

豊かな表情の市松人形

平岡小学校合唱団の澄みわたる歌声
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中央・北部・西部特特特集
　
中
野
市
総
合
文
化
祭
は
中
野
市
文

化
芸
術
協
会
に
加
盟
す
る
芸
能
・
文

化
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
芸
能
祭
・
文
化

展
を
開
催
し
、
今
年
で
37
回
目
と
な

り
ま
し
た
。

　
10
月
24
日
に
は
市
民
会
館
で
芸
能

祭
を
開
催
し
、
23
団
体
４
０
０
名
が

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
多

く
の
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
文
化
展
は
毎
年
え
び
す
講
に
合
わ

せ
て
開
き
、
12
団
体
３
６
０
名
の
作

品
を
、
11
月
14
・
15
日
、
中
央
公
民

館
全
館
に
展
示
し
ま
し
た
。

　
開
催
期
間
の
２
日
間
で
約
２
３
０

０
名
の
来
館
者
が
あ
り
、
絵
画
、
お

も
と
、
華
道
、
書
道
と
い
っ
た
作
品

を
興
味
深
く
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　
同
日
、
中
央
公
民
館
に
併
設
す
る

働
く
婦
人
の
家
で
も
、
「
働
く
婦
人

の
家
利
用
者
の
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
初
開
催
し
ま
し
た
。

　
眉
・
ア
イ
メ
ー
ク
な
ど
の
体
験
コ

ー
ナ
ー
や
、
サ
ー
ク
ル
発
表
、
作
品

の
展
示
や
販
売
な
ど
で
来
館
者
を
楽

し
ま
せ
、
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
西
部
公
民
館
は
11
月
14
・
15
日
、

文
化
芸
術
活
動
の
発
表
の
場
や
文

化
芸
術
に
親
し
み
、
鑑
賞
す
る
機

会
と
し
て
、
19
回
目
の
文
化
祭
を

楽
し
く
賑
や
か
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
館
以
来
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

交
流
や
仲
間
づ
く
り
、
学
習
文
化

活
動
を
通
し
て
健
康
で
明
る
く
豊

か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
生
涯
学

習
の
「
地
域
文
化
の
中
心
的
な
拠

点
づ
く
り
」
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
玄
関
前
で
は
安
源
寺
子
ど
も
会

の
花
が
来
館
者
を
出
迎
え
、
高
丘

小
学
校
、
中
野
平
中
学
校
は
絵
画
、

書
道
、
陶
芸
、
点
刻
、
家
庭
科
作

品
な
ど
。
利
用
団
体
や
サ
ー
ク
ル

は
写
真
、
押
絵
、
陶
芸
、
絵
手
紙
、

籘
工
芸
な
ど
、
創
造
性
を
発
揮
し

て
素
人
域
を
超
え
、
課
題
を
極
め

た
作
品
の
数
々
を
大
勢
の
来
館
者

に
鑑
賞
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
芸
能
発
表
会
で
は
、
地
域
で
活

動
す
る
サ
ー
ク
ル
や
利
用
者
グ
ル

ー
プ
な
ど
、
幅
広
い
年
代
の
皆
さ

ん
が
「
集
い
」
、
学
習
の
場
を
通

し
た
仲
間
と
の
「
学
び
」
の
集
大

成
と
し
て
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
舞

台
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に

開
館
以
来
継
続
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
の
発
表
や
、
将
来
夢
の
あ
る
子

ど
も
や
小
中
高
校
生
の
は
つ
ら
つ

と
し
た
元
気
な
ダ
ン
ス
に
は
、
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
勢
の
地
域
の
皆
さ
ん
の
作
品
、

様
々
な
年
代
を
超
え
た
出
演
団
体

や
サ
ー
ク
ル
の
演
技
な
ど
、
文
化

芸
術
活
動
を
通
し
て
交
流
や
人
づ

く
り
に
「
活
か
し
」
、
出
演
者
と

鑑
賞
者
が
一
体
と
な
っ
て
「
楽
し

く
」
過
ご
し
た
２
日
間
で
し
た
。

〜
西
部
公
民
館
〜

集
い
・
学
び
・
交
流

〜
中
央
公
民
館
〜

37
回
目
の
総
合
文
化
祭

人気だった体験コーナー “ 眉・アイメーク”

芸能祭は 23 団体が出演

優しい音色のオカリナ演奏
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越
の
越お

智ち

神
社
は
「
延
喜
式
神
名

帳
」（
延
長
６
年
・
９
２
８
完
成
）

に
あ
る
式
内
社
の
後
身
と
い
う
。
延

長
６
年
と
い
え
ば
千
年
以
上
も
昔
で

あ
る
。
当
時
の
中
野
北
部
は
笠
原
牧

だ
っ
た
。
そ
の
頃
、
越
は
村
と
し
て

は
な
か
っ
た
が
、
神
社
の
周
辺
に

は
、
牧
の
住
民
が
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
越
智
神
社
が
越
の
氏
神
と
な

る
の
は
、
越
村
の
成
立
ま
で
待
た
ね

ば
な
ら
な
い
。
記
録
上
は
慶
長
７
年

（
１
６
０
２
）
で
あ
る
。
村
名
は
当

然
の
こ
と
な
が
ら
神
社
名
の
一
字
を

と
っ
て
、
越
村
と
命
名
し
た
の
だ
と

い
う
。
と
こ
ろ
で
氏
神
が
村
下
に
あ

る
の
は
珍
し
い
。
原
因
は
越
の
村
落

移
動
に
あ
る
。

　
越
の
元
の
村
落
は
、
越
橋
よ
り
下

の
夜
間
瀬
川
河
床
か
ら
南
へ
か
け
て

広
が
っ
て
い
た
た
め
、
時
々
水
害
に

お
そ
わ
れ
て
い
た
。
水
害
を
避
け
る

た
め
、
山
手
へ
移
り
住
ん
だ
が
お
宮

は
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
、
今
は
村

下
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
さ
て
、
全
国
的
に
江
戸
時
代
の
後

半
、
国
学
の
尊
重
が
叫
ば
れ
、
神
社

名
に
関
し
た
言
い
争
い
も
始
ま
る
。

越
智
神
社
を
称
す
る
お
宮
が
越
の
他

に
幸
高
（
須
坂
）、
森
（
若
穂
）
の

二
ヵ
所
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
式
内
社

を
唱
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
越
の
越
智
神
社
の
境

内
に
祭
神
「
御
穂
須
々
美
命
」
の
大

き
な
碑
が
た
っ
て
い
る
。
神
代
文
字

と
い
う
が
、
社
号
問
題
が
で
て
き
た

江
戸
時
代
中
頃
に
越
の
氏
子
た
ち
が

建
て
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
社
格
論
争
を
有
利
に
運
ぼ
う

と
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し

た
歴
史
的
任
務
を
お
っ
て
建
て
ら
れ

た
神
代
文
字
碑
を
い
ま
な
お
区
民
に

よ
っ
て
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る
。

（
田
中
　
毅
）

　
越
区
は
中
野
市
の
北
部
・
科

野
地
区
に
位
置
し
、
高
社
山
を

背
に
広
大
な
果
樹
地
帯
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
越お

智ち

神
社
を
囲

む
よ
う
に
、
１
６
０
戸
ほ
ど
の

小
さ
な
集
落
で
す
。
昔
か
ら
世

帯
数
も
変
ら
ず
、
ま
と
ま
り
の

良
い
穏
や
か
な
地
区
で
す
。

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、
敬
老
会
・

親
睦
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
敬
老
会
は
、
来
賓
の
ご

参
列
を
頂
き
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
、
毎
年
出
席
で
き
る
の
を
、

楽
し
み
に
し
て
い
る
と
聞
き
、
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
多
勢
の
皆
様
に
参
加
し
て
戴
け

る
よ
う
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
以
前
、
区
民
親
睦
球
技
大
会
を

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
人
集
め

等
が
困
難
に
な
り
、
そ
の
後
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
に
切
り
替
え
今
年
で

６
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
当
日
は

快
晴
に
恵
ま
れ
、
和
気
藹
々
と
楽

し
い
大
会
と
な
り
、
終
了
後
の
慰
労

会
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
分
館
に
ご
協
力
戴
く
、
さ
つ
き
の

越 分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

む
ら
下
に
あ
る
氏
神

　
働
く
婦
人
の
家
利
用
者

の
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

11
月
14
・
15
日
、
働
く
婦

人
の
家
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
サ
ー
ク
ル
発

表
会
、
作
品
の
展
示
・
販

売
な
ど
で
来
館
者
を
楽
し

会
、
踊
り
の
会
、
生
け
花
会
等
趣
味

の
会
の
皆
様
方
と
連
携
し
、
区
民
の

交
流
・
親
睦
を
さ
ら
に
深
め
ら
れ
る

よ
う
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
分
館
長
　
池
田
　
栄
一
）

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
か
ら
来
館

者
が
体
験
で
き
る
、
眉
・

ア
イ
メ
ー
ク
、
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
も
開
設
さ
れ
、

人
気
で
し
た
。

　
同
日
は
、
併
設
す
る
中

央
公
民
館
で
文
化
展
、
勤

労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
産

業
展
も
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
会
場
を
来
館
者
が
見

学
し
、
会
場
周
辺
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

利
用
者
の
会

   

フェス
テ
ィ
バ
ル  

フラワーアレンジメント体験コーナーの風景

盛会だった敬老会



５ 文化なかの /09.12

今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

中
央
公
民
館

講　座　名 日　時 場　所 講　師 備　　考

　公民館ギャラリー　　　　　　みずえ会の絵画展

北
部
公
民
館

昼下がりの
　KaQiLa( カキラ )
※ヨガスタイルの機能改
善
　エクササイズです

・１/18・25
・２/１・８・15・22
　13：30～14：30
　(全６回 毎回 月曜日)

北部公民館

カキラ
認定指導員
宮﨑 栄子 
　　　　 先生

＜定員＞ 30 名＜受講料＞無料
＜持ち物＞飲み物、汗拭きタオル
　　　　　バスタオル or ヨガマット
＜申込み＞１月４日㈪ 13：30 から

西
部
公
民
館

ものづくり教室  1/9(土)
　10：00～12：00

西部公民館

長野県食生活
改善推進協議会
顧問　原　楫 
　　　　 さん

＜定員＞ 20 名
＜受講料＞材料費として 300 円
＜持ち物＞エプロン、三角巾、マスク
＜申込み＞ 12 月８日㈫から

機能改善
エクササイズ ( カキラ )
※昼間参加できない方の
た
　めの夜間の講座です

・１/13・20・27
・２/３・10・17・24
　19：00～20：30
　(全７回 毎回 水曜日)

西部公民館

カキラ
認定指導員
宮 﨑 栄 子 　
　　　　 先生

＜定員＞ 30 名＜受講料＞無料
＜持ち物＞飲み物、汗拭きタオル
　　　　　バスタオル or ヨガマット
＜申込み＞ 12 月８日㈫から

豊
田
公
民
館

素敵にウォーキング
・１/５・19・２/２
　14：00～15：30
　(全３回 毎回 火曜日)

豊田公民館
斉藤 義人　　
　　　　 先生

＜定員＞ 30 名 ＜受講料＞無料
＜持ち物＞運動ができる服装
　　　　　運動靴、タオル、飲み物

笑顔のストレッチ  1/7(木)
　14：00～15：30

豊田公民館
丸山 陽子
　　 　　先生

＜定員＞ 25 名 ＜受講料＞無料
＜持ち物＞鏡

ものづくり  1/9(土)
　10：00～12：00

もみじ荘　
信州中野
ふるさと交流団

＜定員＞ 20 名 ＜材料費＞ 100 円
＜入場料＞無料 
　　　　　※入浴の場合は実費　
＜持ち物＞はさみ、お盆、エプロン

　11月号「特集 地域の秋祭り」の名称につきまして
誤りがありましたのでお詫びし、訂正いたします。
　　　　（誤）　　　　　　　　　(正)
　　赤岩区の高社神社　　　赤岩区の高杜神社

　中央公民館では12月中旬から１月にかけ
て補修工事を行います。期間中は全館閉鎖と
させていただきます。ご不便をおかけします
がご理解、ご協力をお願いします。

訂正とお詫び

中央公民館からお知らせ

日　時　
　　　　　　10：45 ～ 11：30
場　所　中野市豊田文化センター駐車場
内　容　太鼓演奏（故郷太鼓）、きのこ
　　　　汁の無料提供

１月２日（土）日　時 １月２日（土）
新春の集い



　　　公民館報『文化なかの』  特集：中央・北部・西部・豊田公民館の文化祭

印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

季節のコラム
　
師
走
と
と
も
に
雪
の
季
節
が
訪
れ
た
。

　
今
、
地
球
上
の
難
問
で
あ
る
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
食
料
の
問
題
は
み
な
、「
水
」
に
関
係

し
て
い
る
。
人
類
を
は
じ
め
す
べ
て
の
生
命
は

「
水
」
か
ら
生
れ
た
と
学
ん
だ
。

　
地
球
は
「
水
の
惑
星
」
と
言
わ
れ
る
が
、
地

球
上
の
「
水
」
の
う
ち
淡
水
は
２
％
強
に
過
ぎ

な
い
と
計
算
さ
れ
て
い
る
。「
水
」
は
地
上
に

平
等
に
は
降
り
注
い
で
い
な
い
。
米
を
一
ト
ン

生
産
す
る
に
は
「
水
」
が
二
千
六
百
五
十
九
ト

ン
、
牛
肉
一
ト
ン
生
産
す
る
に
は
一
万
六
千
ト

ン
の
「
水
」
を
要
す
る
と
い
う
。

　
二
十
一
世
紀
以
降
の
人
類
の
存
亡
を
決
め
る

の
は
ま
さ
し
く
「
水
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
地
球
の
真
水
を
大
切
に
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
。

　「
ふ
る
さ
と
の
清
き
水
」
の
恵
み
に
感
謝
し

た
い
。

ドングリ／一本木（月岡尚雄）

バラのような葉牡丹／新野（Ｉ）

花と季節の写真
募　  集

　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市

内
の
花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未

発
表
写
真
に
限
り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で（
ワ

イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影

場
所
、花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。

匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を

お
伝
え
下
さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.
nagano.jp

宛　先

　

雪
化
粧
／
南
永
江
（
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）

つわぶき／新保（Ｅ）


